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新約聖書におけるマカリズム 
（幸いの宣言）＊

原　口　尚　彰

1.　は じ め に

初期キリスト教におけるマカリズム（幸いの宣言）は，文頭に

maka,rioj/maka,rioiという言葉を置き，その後に幸いとされる根拠また

はその状態の描写が続く文学形式であり，ヘブライ語の yrXa を

maka,rioj/maka,rioiと訳した七十人訳の用語法に倣ったものである1。旧

約・ユダヤ教に由来するマカリズム（幸いの宣言）は，新約聖書にお

いては広汎に使用され，福音書や使徒言行録等の物語文学にも（マタ

5 : 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11 ; 11 : 6 ; 13 : 16 ; 16 : 17 ; 24 : 46 ; ルカ

1 : 45 ; 6 : 20,  21,  22 ; 7 : 23 ; 10 : 23 ; 11 : 27,  28 ; 12 : 37,  38, 

43 ; 14 : 14, 15 ; 23 : 29 ; ヨハ 13 : 17 ; 20 : 29 ; 使 20 : 35），書簡文学にも

（ロマ 4 : 7, 8 ; 14 : 22 ; Iコリ 7 : 40 ; ヤコ 1 : 12, 25 ; Iペト 3 : 14 ; 4 : 14），

黙示文学にも出て来る（黙 1 : 3 ; 14 : 13 ; 16 : 15 ; 19 : 9 ; 20 : 6 ; 22 : 7, 

14）2。特に目立つのは，マタイによる福音書の山上の説教と（マタ 5 : 4, 

　1 旧約・ユダヤ教におけるマカリズム（幸いの宣言）の特色については，原口
尚彰「4Q185/ 4Q525における幸いの宣言」『教会と神学』第 42号 （2006年） 41-68
頁を参照。
　2 使 26 : 2 ; Iテモ 1 : 11 ; 6 : 15 ; テト 2 : 13にも形容詞 maka,riojは使用され
ているが，マカリズム（幸いの宣言）という文学形式を採っていない。
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5, 6, 7, 8, 9, 10, 11），ルカによる福音書中の平野の説教と（ルカ 6 : 20, 

21, 22），黙示録における集中的使用であり，詳しい分析を必要として

いる3。

他方，マカリズム（幸いの宣言）という文学形式は，新約聖書に留

まらず使徒教父文書にも広範に使用されている （ディダケー 1 : 5 ; バ

ルナバ 10.10 ; 11.8 ; Iクレ 35.1 ; 44.5 ; 48.4 ; 50.5, 6 ; 56.6 ; IIクレ 16.4 ; 19.3 ;イ

グ・フィラ 10.2 ; ポリュ・フィラ 2.3 ; 12.1 ; ヘルマス「幻」1.1.2 ; 2.2.7 ;

「戒め」8.9 ;「喩え」2.10 ; 5.3.9 ; 6.1.1 ; 9.29.3 ; 9.30.3）。特に，クレメ

ンスの第一の手紙やヘルマスの牧者はこの文学形式を頻繁に用いてい

る（Iクレ 35.1 ; 40.4 ; 43.1 ; 44.5 ; 47.1 ; 48.4 ; 50.5, 6 ; 56.6 ; ヘルマス

「幻」1.1.2 ; 2.2.7 ;「戒め」8.9 ;「喩え」2.10 ; 5.3.9 ; 6.1.1 ; 9.24.2 ; 

9.29.3 ; 9.30.3）。  

従来の研究は山上の説教中と平野の説教に出て来るマカリズム（幸

いの宣言）に集中しており，初期キリスト教全般におけるマカリズム

（幸いの宣言）の神学的・文学的位置付けは十分になされていないし，

その修辞的機能についての研究も十分ではなかった4。筆者は，予備的

　3 詳細は，原口尚彰「ルカ文書におけるマカリズム：幸いの宣言と物語的文脈」『教
会と神学』第 46号 （2008年） 1-34頁 ; 同「Q資料におけるマカリズム（幸いの宣
言）」『新約学研究』第 36号（2008年）4-15頁 ; 同「マタイによる福音書におけ
るマカリズム（幸いの宣言）」『教会と神学』第 47号 （2008年）57-95頁を参照。
　4 J. Dupont, Les Béatitudes （3 vols ; Paris : Gabalda, 1958-73）; H. Frankmölle, “Die 
Makarismen,” BZ 15 （1971） 54-55 ; S. Schulz, Q. Die Spruchquelle der Evangelisten 
（Zürich : Theologischer Verlag, 1972） 76-84 ; R. Guelich, “The Matthean Beatiti-
udes :‘Entrance Requirements’ or Eschatological Blessings ?,” JBL 95 （1976） 415-

434 ; G. Strecker, Die Bergpredigt.  Ein exegetischer Kommentar （Göttingen : Vandenhoeck 
& Ruprecht, 1984） 28-49 ; I. Broer, Die Seligpreisungen der Bergpredigt （Königstein / 
Bonn : Hanstein, 1986）; M. Sato, Q und Prophetie （WUNT 2/29 ; Tübingen : Mohr, 
1988） 247-264 ; J. Kloppenborg, The Formation of Q （Philadelphia : Fortress, 1988） 
172-173 ; U. Luz, Das Evangelium nach Matthäus （Mt 1-7） （2. Aufl. ; Neukirchen-

Vluyn ; Neukirchener Verlag, 2002） 267-294.
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作業として，旧約・ユダヤ教におけるマカリズム（幸いの宣言）の使

用例を個々に検討し，主要な特色を確認した後に，新約聖書と使徒教

父文書におけるマカリズム（幸いの宣言）のすべてを釈義的に分析し，

その神学的・文学的機能を明らかにすることに努めて来た5。今回は，

これまで行って来た文献学的な検討結果を総括し，初期キリスト教の

マカリズムの全体像を示し，その神学的・修辞的特色の輪郭を示すこ

とを目指している。

2.　活ける宗教の言葉としてのマカリズム（幸いの宣言）

マカリズムという文学形式は，旧約・ユダヤ教や初期キリスト教の

みならず，周辺世界を構成するギリシア・ローマ世界においても広範

に用いられていた。ギリシア・ローマ世界においては，幸いの観念を

表現するために，maka,rioj （または，その別形 ma,kar），或いは，類義

　5 原口尚彰「4Q185/ 4Q525における幸いの宣言」『教会と神学』第 42号 （2006年） 
41-68頁 ; 同「黙示録における幸いの宣言」『新約学研究』第 35号（2007年）
48-62頁 ; 同「使徒教父文書における幸いの宣言」『東北学院大学キリスト教文化
研究所紀要』第 25号（2007年）33-48頁 ; 同「アレクサンドリアのフィロンの幸
福理解」『教会と神学』第 45号 （2007年） 21-36頁 ; 同「ルカ文書におけるマカリ
ズム：幸いの宣言と物語的文脈」『教会と神学』第 46号 （2008年） 1-34頁 ; 同「Q
資料におけるマカリズム（幸いの宣言）」『新約学研究』第 36号（2008年）4-15
頁 ; 同「マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言）」『教会と神学』
第 47号 （2008年）57-95頁 ;「パウロにおけるマカリズム（幸いの宣言 /幸福論）」
『東北学院大学キリスト教文化研究所紀要』第 27号（2009年）29-44頁 ;「ヨハネ
による福音書におけるマカリズム（幸いの宣言）」青山学院基督教学会・同窓会編
『基督教論集』第 53号（2010年）  48-62頁 ;「Iペトロ書におけるマカリズム（幸
いの宣言）」『ルーテル学院大学紀要（テオロギア・ディアコニア）』第 42号（2010
年）  47-54頁 ;「ヤコブ書におけるマカリズム（幸いの宣言）」『ヨーロッパ文化史
研究』第 11号（2010年）  109-130頁を参照。

3



―　　―4

の o;lbiojや euvdai,mwnが用いられる6。形容詞の maka,rioj/ma,karは，本来

は神々の形容に用いられ，苦難や死の運命を超えた至福な状態を表す

（ホメロス『イリアス』1.339 ;『オデュッセイア』10.299 ; 14.83-

84 ; 18.425-426 ; ヘシオドス『神統記』33 ;『労働と日々』136, 

139 ; 141-142 ; 170-171 ; 826 ; ピンダロス『オリンピア頌歌』1.52 ;

プラトン『ティマイオス』90c他）。他方，この形容詞は，幸運に恵

まれた卓越した個人についても適用される（ホメロス『イリアス』

3.182 ; 11.68 ; 16.595 ;『オデュッセイア』5.7 ; 6.154-155 ; ヘシオド

ス『神統記』954-955 ; ピンダロス『ピトニア頌歌』4.59 ; 5.20 ; プ

ラトン『法律』12.669e他）。この言葉が表す幸福の度合いは，形容詞

euvdai,mwnよりも高く，人間が到達しうる最高の至福の形容と言える。

Maka,rioj o[j或いは，o;lbioj o[jというマカリズム（幸いの宣言）の

文学形式は，讃歌や頌歌等の詩文の中に見られ，非常に高揚した賞賛

の言葉として機能している（『デーメーテールのホメロス風讃歌』

480-483 ; ホメロス『オデュッセイア』24.182 ; ピンダロス『オリン

ピア頌歌』7.11 ; バッキリデス『頌歌』5.50他）。この定式はしばしば，

ギリシア・ローマ世界の密儀宗教の祭儀において，神々にまみえる秘

儀に参与して，霊的な死と再生の体験を経た入信者に幸いを宣言する

という文脈で使用されたと推定される7。密儀宗教の儀式は秘儀であ

り，外部者に対して秘密にされ，口頭で祭司や信者たちの間に伝えら

　6 LSJ 1073 ; F. Hauck / G. Bertram, “maka,rioj ktl.,” ThWNT 4.365-373を参照。
　7 B. Gladigow, “Zum Makarismos des Weisen,” Hermes 95 （1967） 404-433 ; H.D. 
Betz, Essays on the Sermon on the Mount （Philadelphia : Fortress, 1985） 30-33 （以下，
Essaysと略記）; idem., The Sermon on the Mount （Minneapolis : Fortress, 1995） 93-

97（以下，Sermonと略記）。
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れたので，その祭儀文本文は残存しないが，その中で使用されたマカ

リズムは，様々な文書に言及されており，間接的な形で知ることが出

来る。例えば，『デーメーテールへのホメロス風讃歌』480-483は，

エレウシスで行われていた女神デメーテールへ捧げる祭儀に与る者の

幸いを，o;lbioj o]j ta,dV o;pwpen evpicqoni,wn avnqrw,pwn.（幸いである，地

上の人間たちの中でこれらのことを見た者は）と述べる。エウリピデ

ス『バッコスの信女』72-77は，ディオニソスの祭儀に参与する者の

幸いを，w= ma,kar o[stij euvdai,mwn teleta.j qew/n eivdw.j biota.n a`gisteu,ei kai. 

qiaseu,etai yuca,n（嗚呼，幸いであり，幸福である者は，神々の秘儀

を知って生活を聖化し，魂を捧げている）と述べる。密儀に与ること

を視覚的体験として把握した上で，幸いを宣言している点において両

者の内容は相互に類似している（ピンダロス『断片』121も参照）。

このことは，幸いに到る道として様々な宗教思想や倫理思想が自己

を提示し，競い合う古代世界の状況を映し出している。宗教は神の真

実を語り，人々を救いに導くが，そのことは人間を幸いに到らせる道

として表現され，受容されたのである。尚，初期ユダヤ教や初期キリ

スト教のマカリズムは人々に対して幸いを宣言し，また，幸いに与る

ように勧めるという共通の目的を持っていたが，内容的にはそれぞれ

のマカリズムはそれを形成し，担った集団の宗教観を反映してそれぞ

れ他とは異なる特色を備えていた8。初期ユダヤ教や初期キリスト教の

マカリズムは，それぞれのマカリズムはそれを形成し，担った集団の

宗教観を反映してそれぞれ他とは異なる特色を備えている。例えば，

　8 この点については，特に「マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの
宣言）」『教会と神学』第 47号 （2008年）57-95頁を参照。

5
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マタ 16 : 17おいてペトロに対し語られているマカリズムは，マタイ

共同体が持つキリスト論的認識の正当性を正統ユダヤ教に対して主張

する意味がある。これとは対照的に，グノーシス派が生み出したマリ

アによる福音書やバルトロマイによる福音書のマカリズムは（マリ福

10 : 14-15 ; バル福 1 : 8），キリスト教内の正統教会に対して非正統

のグループが自分たちの信仰理解の正当性を主張している。特に，マ

リアによる福音書は，ペトロとマグダラのマリアを弟子たちの中で競

合する関係として捉え，ペトロではなくマリアの方にマカリズムが語

られたとする。マカリズムという文学形式を援用して自分たちのグ

ループの信仰認識の正当性を主張することにおいて両者は一致してい

るが，特別な啓示の受領者を誰とするかということでマタイ福音書と

非正統なグループとの態度が分かれているのである。

　初期キリスト教は旧約・ユダヤ教から継受したマカリズム（幸いの

宣言）という文学形式を用いるにあたっては非常に柔軟であり，修辞

的目的に合わせて，異なった人称や多様な文体を展開している。この

ことは，マカリズムが初期のキリスト教において，活ける宗教の言葉

として形成発展したことを示している。初期キリスト教は旧約・ユダ

ヤ教の文学的伝統に立ちながら，古い文学形式に新しい思想的息吹を

吹き込んだのであった。

3.　知恵文学的性格と黙示文学的性格

マカリズム（幸いの宣言）は，箴言や（箴 3 : 13 ; 8 : 32-34 ; 14 :

21 ; 16 : 20 ; 20 : 7 ; 28 : 14 ; 29 : 18 ; 31 : 28），詩編（詩 1 : 1 ; 2 : 12 ; 

6
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3 2 : 1-2 ; 4 1 : 2 ; 6 5 : 5 ; 8 4 : 5-6 ; 1 0 6 : 3 ; 1 1 2 : 1 ; 1 1 9 : 1-2 ; 1 2 7 :

5 ; 128 : 1-2 ; 137 : 8-9 ; 144 : 15）に多く使用され，旧約聖書の知

恵文学に由来する文学形式である。箴言の書に収録されている格言の

多くは知恵の獲得と伝授ということを主題としており，yrXa 定式と
親和性が強い（箴 3 : 13-14 ; 8 : 32-34参照）。箴 3 : 13は，「知恵を

見出す人，また理解に達する人」が幸いであると述べる。知恵を得る

人に幸福が約束されることは，人々が知恵を得ようとする内的動機付

けを与える効果を持つ。箴 8 : 32-34では，知恵に耳を傾けるように

勧める言葉とマカリズムが交互に出て来る。詩 119 : 1-3はこの長大

な知恵の詩編の文頭にあって表題的な機能を果たしており，トーラー

（律法）に示された道に歩む人々の幸いを客観的・一般的に宣言する

のに対して，4節以下の部分はトーラーの戒めを守る者自身の立場か

ら主体的な態度を表明している9。ここでは知恵の獲得の手段が，自然

の観察や人生経験ではなく，トーラー（律法）の学習となっている。

神の意思の啓示の書であるトーラーを学ぶ律法学者が，知者と同視さ

れていく過程をここに見ることが出来る。

　他方，旧約・ユダヤ教のマカリズムには，預言書や黙示的文書にも

使用されている例がある。預言書ではイザヤ書とダニエル書にマカリ

ズムの使用例がある（イザ 30 : 18 ; 32 : 20 ; 56 : 2 ; ダニ 12 : 12）。

イザ 56 : 1-2では，「正義を守り，義を行いなさい。」（56 : 1a）とい

う勧めの言葉に続いて，救いが近付き，神の義がまもなく顕されると

いう約束の言葉が語られた上で，義を行う者の幸いが語られている。

　9 知恵の詩編の中でも，詩 1 ; 112 ; 119 ; 128他は特に「トーラー詩編」と呼ば
れている。Käser, 242 ; J.T. Limburg, “Psalms, Book of,” ABD 5.532-534を参照。

7
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マカリズムが勧告と結合する点は，箴 8 : 32-34の用例に並行するが，

まもなく顕される神の義という終末的視点が語られる点は新しい展開

である。終末的視点は，イザ 30 : 16や 32 : 20にも認められる。ダ

ニ 12 : 12ではマカリズムが，黙示的文書であるダニエル書の結びに

置かれている。文書に締め括りを与える機能は，詩編における幸いの

宣言の用法の継承である。12章は終末時における大天使ミカエルの

来臨と，その時に命の書に名が記されている義人に与えられる究極の

救いを描いている（ダニ 12 : 1-3）。ここで約束されている幸福は，

知恵文学が語る繁栄や成功といった地上的幸福ではなく，終末時に与

えられる祝福である。終末的視点が優越し，地上的幸福観を逆転させ

ている点はマカリズムの新しい展開である。

ユダヤ教黙示文学におけるマカリズムの使用例は，エチ・エノ

58 : 2 ; 81 : 4 ; 82 : 4 ; スラ・エノ 42 : 6-14 ; 52 : 1-15 ; モーセ昇

10 : 8に見られる。エチオピア語のエノク書において，マカリズムは

三度使用されている（58 : 2 ; 81 : 4 ; 82 : 4）。このマカリズムは，

命の書に記された義人の死後の運命について幸いであると述べてい

る。マカリズムが彼岸的な領域に移されているのは（58 : 2 ; 82 : 4

も同様），黙示文学によるこの文学形式の用例の特色であろう。

新約聖書中のマカリズムは，知恵文学的な性格のものと（マタ 5 : 4, 

5, 6, 7, 8, 9, 10, 11 ; 11 : 6 ; 13 : 16 ; 16 : 17 ; 24 : 46 ; ルカ 1 : 45 ; 

6 : 20, 21, 22 ; 7 : 23 ; 10 : 23 ; 11 : 27, 28 ; 12 : 37, 38 ; 14 : 14, 

15 ; 23 : 29 ; ヨ ハ 13 : 17 ; 20 : 29 ; 使 20 : 35 ; 26 : 2 ; ロ マ 4 : 7, 

8 ; 14 : 22 ; I コリ 7 : 40 ; I テモ 1 : 11 ; 6 : 15 ; テト 2 : 13 ; ヤコ

1 : 12, 25），黙示的性格のものとに大別される（Iペト 3 : 14 ; 4 : 14 ;

8
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黙 1 : 3 ; 14 : 13 ; 16 : 15 ; 19 : 9 ; 20 : 6 ; 22 : 7, 14）。

但し，イエスの山上の説教中のマカリズムと（マタ 5 : 3-12）平野

の説教中のマカリズムは（ルカ 6 : 20-23），知恵文学的要素の上に黙

示的要素を重ね合わせている。 Q資料が保存するいくつかのマカリ

ズムは（Q6 : 20-23 ; 12 : 43），現在における幸いを宣言する点にお

いて知恵文学的マカリズムの伝統に立っているが，終末時の運命を幸

いの根拠として挙げる点において黙示文学的である。Ｑ資料において

知恵文学的要素と黙示的要素が相互に排他的ではなく，有機的に結合

している10。このことは，Ｑ資料の描くイエス像が知恵の教師と預言

者の両面を併せ持つことに対応している。それはＱ教団の宣教者の語

り方が，知恵文学的であると共に預言者的でもあったことに重なる。

ヤコブ書は全体として知恵への指向が強い11。著者は自ら教師を任

じ（ヤコ 3 : 1），読者に知恵を祈り求めるように勧めている（1 : 5）。

知者はその知恵を柔和な行いという生き方によって示さなければなら

ない（3 : 13）。上からの知恵は穏和や優しさや従順や哀れみといった

　10 原口尚彰「Q資料におけるマカリズム（幸いの宣言）」『新約学研究』第 36号（2008
年）4-15頁を参照。
　11 ヤコブ書の知恵文学的性格については，M. Dibelius, Der Brief des Jakobus 
（KEK ; 11.Aufl. ; hrsg. v. H. Greeven ; Göttingen : Vandenhoeck & Ruprecht, 1964） 

152 ; U. Luck, “Weisheit und Leiden. Zum Problem des Paulus und Jakobus,” ThLZ 92 
（1967） 253-258 ; B.R. Halson, “The Epistle of James : ‘Christian Wisdom ?’,” Studia 
Evangelica IV （Berlin : Akademie, 1968） 308-314 ; E. Baasland, “Jakobusbrief als 
neutestamentliche Weisheitsschrift,” StTh 36 （1982） 119-139 ; R. Hoppe, Der theolo-
gische Hintergrund des Jakobusbriefes （Würzburg : Echter, 1977）; H. Frankemölle, 
“Zum Thema des Jakobusbriefes im Kontext der Rezeption von Sir 2,1-18 und 15,11-

20,” BN 48 （1989） 21-49 ; L.T. Johnson, “Reading Wisdom Wisely,” Louvain Studies 
28 （2003） 99-112 ; R.J. Bauckham, “The Wisdom of James and the Wisdom of Jesus,” 
in The Catholic Epistles and the Tradition （ed. J. Schlosser ; Leuven : Leuven Univer-
sity Press, 2004） 75-92 ; D. Lockett, “The Spectrum of Wisdom and Eschatology in 
the Epistle of James and 4Q Instruction,” Tyn Bul 56 （2005） 131-148を参照。 
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善行の実を結ぶことになる（3 : 17-18）。この文書の二つのマカリズ

ムが語る，試練を耐え忍ぶ者の幸いや（1 : 12），御言葉を行う者の幸

いも（2 : 25），主から与えられる上からの知恵の一環をなしていると

考えられる。ヤコブ書は全体が黙示文学の文学形式によって書かれて

いるとは言えないが，一部（1 : 12 ; 5 : 7-11）に黙示的要素を含ん

でいる12。同様な例は，所謂小黙示録（マコ 13 : 1-37）を含むマルコ

による福音書や，キリストの来臨の場面を描く部分（Iテサ 4 : 13-

5 : 11）を含む Iテサロニケ書に見られる。ヤコブ書の著者は，「主の

来臨は近づいた」という確信を持っており（5 : 8），主の来臨を待ち

望みながら，現在の苦難を忍耐するように勧めている（5 : 7-11）13。

主の来臨の時は審判が行われる時であり，審判者として主はやって来

ると想定されている。試練を最後まで耐え忍ぶ者に対して幸いを宣言

することは，聞く者の幸福に対する希求に訴えて，現在の苦難を耐え

忍ぶ内的動機を与える（1 : 12 ; 5 : 11）。知恵文学的なマカリズムが

ここでは黙示的主題を補強する役割を果たしていると言える14。

黙示的マカリズム（幸いの宣言）が集中的出て来るのは黙示録であ

るが，この文書におけるマカリズムは，キリストの来臨に備えたマカ

リズムと（黙 1 : 3 ; 16 : 15 ; 22 : 7），地上でキリスト教信仰に忠実

　12 H. Frankemölle, Der Brief des Jakobus （GTB 517 ; ÖTKKNT 17/1-2 ; Güterlsloh :    
Güterlsloher Verlagshaus ; Würzburg : Echter, 1994）1.264.
　13 F. Mußner, Der Jakobusbrief （3. erweiterte Aufl. ; Freiburg :  Herder, 1975） 
207-211 ; Hartin, 34-35 ; T.C. Penner, The Epistle of James and Eschatology : Re-read-
ing an Ancient Christian Letter （JSNTS 121 ; Sheffield : Sheffield Academic Press, 
1996） は，終末論的思考がヤコブ書全体に貫かれていると見る。
　14 Frankemölle, 1.261はヤコ 1 : 12が形式的には黙示文学的だが，内容的には知
恵文学的であると論じる。しかし，ヤコ 1 : 12は形式的にも内容的にも黙示文学
的である。知恵文学的要素と黙示文学的要素は相互に排他的であるとは限らず，
両者が結合する場合もある。

10
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に歩んだために殉教した人々に対してなされる天上のマカリズム

（14 : 13 ; 19 : 9 ; 20 : 6 ; 22 : 14）に内容上大別される。前者の系列

のマカリズムは，キリストの来臨に相応しい備えすることを勧める目

的を持つ（黙 1 : 3 ; 16 : 15 ; 22 : 7）。なかでも，黙 1 : 3は，黙示録

の文章を朗読する人と朗読された言葉を聞いて書かれていることを守

る人の幸いが宣言され，文学作品としての黙示録への誘いの言葉と

なっている15。

黙示録に出て来る信仰のうちに世を去った死者の死後の幸いを告げ

るマカリズムは（黙 14 : 13 ; 19 : 9 ; 20 : 6），ユダヤ教黙示文学のマ

カリズムに非常に近い関係にある。黙示録の著者は，時が迫っている

という強い終末意識の下に（1 : 3），二つの違ったタイプのマカリズ

ムを使い分け，黙示の言葉を注意深く聞いて守ることを勧めると共に

（黙 1 : 3 ; 22 : 7），迫害の状況下で殉教者が出る中で，小アジアの教

会の人々に来るべき世界の勝利と祝福を告げて励まそうとしたと考え

られる16。

4.　演示的機能と助言的機能

マカリズム（幸いの宣言）の修辞的機能について言えば，特定の

状態や態度を幸いと宣言することは，基本的には一定の徳を称賛する

ことを通して共同体の価値観を確認する演示的機能を果たしている

　15 原口尚彰「黙示録における幸いの宣言」『新約学研究』第 35号（2007年）
48-62頁を参照。
　16 同，48-62頁。
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（アリストテレス『弁論術』1358b ; キケロ『発想論』1.5.7 ;『弁論家

について』1.6.22 ; 1.31.141 ; 偽キケロ『ヘレンニウスに与える修辞

学書』1.2.2 ; クウィンティリアヌス『弁論家の教育』3.4.1-16）。しか

し，特定の状態または態度を称賛することは，聴衆がそうした状態に

達することや態度をとること勧める助言的機能を結果として黙示的に

持つのであるから，演示的機能は助言的機能を排除しない17。場合に

よっては，マカリズムの助言的機能が強化されることもある。

共観福音書において，マカリズムは演示的機能を果たしている。そ

れらは特定の人々に対して，彼らの置かれた経済的または精神的状態

の故に（マタ 5 : 3-6 ; ルカ 6 : 20-22），或いは，彼らの姿勢の故に（マ

タ 5 : 7-9），さらには，義のために迫害されている故に（マタ 5 : 10, 

11-12 ; ルカ 6 : 23），幸いであると告げている。但し，演示的機能は

助言的機能を排除せず，マカリズムは幸いな状態への招きを暗示して

いる。Q資料におけるマカリズムも（Q 6 : 20-23 ; 7 : 23 ; 10 : 23 ; 12 : 43），

助言的機能を結果として内包する。特に，Q12 : 43の場合は，相応し

い備えをして来るべき終末を迎える者の幸いを語っており，助言的・

勧告的要素を強く帯びている。

これに対して，使徒教父文書のマカリズムは，幸いな状態に達する

ためには，示されている倫理的基準を満たすように読者に促している

（ディダケー 1.5 ; バルナバ 1.2 ; 10.10 ; 11 : 8 ; Iクレ 40.4 ; 48.4 ; II

クレ 16 : 4 ; 19 : 3, 4 ; イグ・フィラ 10.2 ; ポリュ・フィラ 2.3 ; 11.3 ; 

12.1 ; ヘルマス「幻」3.3.3 ; 3.8.4 ;「戒め」8. 9 ;「喩え」2.10 ; 5.1.3 ; 

　17 K. Berger, Formgeschichte des Neuen Testaments （Heidelberg : Quelle & Meyer, 
1984） 188-194は，幸いの宣言を「助言的類型」に分類している。

12
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5.3.9 ; 6.1.1 ; 9.24.2 ; 9.29.3 ; 9.30.3）。使徒教父文書の幸いの宣言は，

全体的に見て倫理的勧告の性格を強く持っており，修辞学的に言えば，

演示的機能よりも，助言的機能を果たしていると言える18。

5.　物語的文脈におけるマカリズム（幸いの宣言）

マタイによる福音書とルカによる福音書は，Ｑ資料やそれぞれの特

殊資料に含まれていた個々のマカリズムを，新たな物語的文脈に置く

ことによって文学的効果と新たな意味付けを創り出している。ルカに

よる福音書の物語的文脈においては，イエスがマカリズムを告げるの

に加えて（ルカ 6 : 20, 21, 22 ; 7 : 23 ; 10 : 23 ; 11 : 28 ; 12 : 37, 38, 

43 ; 14 : 14 ; 23 : 29），他の登場人物がマリアや（ルカ 1 : 45 ; 11 : 27）

イエスに（ルカ 1 : 45）対する讃辞として，マカリズムを語る19。これ

に対して，マタイによる福音書においてマカリズムを告げるのはイエ

スに限られる（マタ 5 : 3-12 ; 11 : 6 ; 13 : 16 ; 16 : 17 ; 24 : 46）。し

かも，洗礼者の使者に対して，kai. maka,rio,j evstin o]j eva.n mh. skandalisqh|/ 

evn evmoi,（そして，幸いである，私に躓かない者は。）と述べられる例

外的事例を除いて（11 : 6），マカリズムが直接に向けられる相手は専

らイエスの弟子たちである（5 : 3-12 ; 13 : 16 ; 16 : 17 ; 24 : 46）。マ

タイによる福音書におけるマカリズムは，教育的対話の中で示された

　18 原口尚彰「使徒教父文書における幸いの宣言」『東北学院大学キリスト教文化
研究所紀要』第 25号（2007年）33-48頁を参照。
　19 原口尚彰「ルカによる福音書におけるマカリズム : 幸いの宣言と物語的文脈」
『教会と神学』第 46号 （2008年） 1-35頁を参照。

13
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イエスによる弟子たちに対する啓示の言葉という性格が強い20。

6.　マカリズム（幸いの宣言）と認識論

マタイによる福音書とヨハネによる福音書に登場するマカリズムは

認識論的契機を内包している。両福音書においてマカリズムを語るの

は，専らイエスであるので，両福音書におけるマカリズムには啓示の

言葉の性格が強い。

マタイにおけるマカリズムの一部が，イエスのメシア性について特

別な認識を与えられていることや（16 : 17），開示された天国の奥義

を理解する能力を与えられていることの幸いに言及していることは

（マタ 13 : 16），この福音書の幸い理解の主知側面を示している。マ

タイによる福音書において弟子たちは，イエスに従う者であると共に

（4 : 20, 22 ; 8 : 22 ; 9 : 9, 19 ; 10 : 38 ; 16 : 24 ; 19 : 21, 27-28）， イ

エスの教えを聞き（5 : 1-2 ; 13 : 16, 18），実践する者である（7 : 24-

27）。イエスの教えを実践する前提として正しい理解が必要であるが，

理解はイエスの言葉を聞くことから自動的に与えられるのではない。

弟子たちはイエスとの教育的対話の過程を経て，より深い理解に到る

のである（13 : 36-51 ; 16 : 9-12 ; 17 : 10-13）21。天国の奥義を理解す

るためには，彼ら自身の自発的問いとそれに答えるイエスの啓示の言

葉が必要である。

　20 原口尚彰「マタイによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言）」『教会と神
学』第 47号 （2008年）57-95頁を参照。
　21 U. Luz, “Die Jünger im Matthäusevangelium,” ZNW 62 （1971） 149は，この点を
強調する。
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ヨハネによる福音書において，マカリズムは後半の 2箇所（ヨハ

13 : 7 ; 20 : 29）に出て来る。ヨハネによる福音書においてマカリズ

ムが語られる相手は，イエスの弟子たち（ヨハ 13 : 7），または，弟

子の一人であるトマス（20 : 29）である。ヨハネによる福音書にお

けるマカリズムは，マタイによる福音書における場合と同様に，教育

的対話の中で示されたイエスによる弟子たちに対する啓示の言葉とい

う性格が強く，重要な意味を持っている。ヨハ 20 : 29bは，o[ti 

e`w,raka,j me pepi,steukaj ;（私を見たから信じたのか？）という 20 : 29a

の問いに対してそれを肯定するトマスの回答を予想しつつ，その正反

対の原理を，maka,rioi oi` mh. ivdo,ntej kai. pisteu,santej （幸いである，見

ないで信じる者たちは）というマカリズムの形で一般的に述べている。

初期キリスト教において，信仰は宣教の言葉を聞くことによるとされ

る（ヨハ 4 : 39-42 ; ロマ 10 : 17）。使徒後時代に生きる信徒たちには，

復活の主を見た者はなく，必然的に「見ないで信じる」立場にあった

（Iペト 1 : 8）。見ないで信じることの幸いを説くヨハ 20 : 29bの文言

は，使徒後時代の信徒であるヨハネ共同体に属する者たちに特に妥当

する原理的立場を表明するものであった22。

　22  原口尚彰「ヨハネによる福音書におけるマカリズム（幸いの宣言）」青山学院
基督教学会・同窓会編『基督教論集』第 53 号（2010年）  48-62頁を参照。
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7.　結論：

新約聖書のマカリズム（幸いの宣言）の到達点

マカリズム（幸いの宣言）と哲学的・神学的幸福論

幸福論は古典古代の倫理思想にとり重要な主題であり，アリスト

テレスの『ニコマコス倫理学』は著作全体が，善と徳と幸福の概念の

分析にあてられている。アリストテレスによれば，幸福（euvdaimwni,a）

ということは，より上位の目的を持たない最高善であり，それ自体が

人生の究極目的である（『ニコマコス倫理学』1094a-1095a）。ギリシ

アの倫理思想は，如何にして善く生きるかについての教説であると同

時に，如何にして真の幸福に到るかについての教説であったと言える

（『ニコマコス倫理学』1094a-1095a ; 1097b-1098aを参照）。フィロン

はギリシア・ローマ世界に生きるユダヤ教思想家として，ヘレニズム

の哲学や倫理思想の概念を通して，旧約聖書の箇所を再解釈し，ユダ

ヤ教が信頼するに足る宗教であることをヘレニズム世界の知識層に対

して示そうとした23。フィロンの幸福論は旧約・ユダヤ教に由来する

幸いの宣言の伝統と，ギリシア哲学に由来する理論的考察が結合した

ものであり，彼はユダヤ教こそが人が真に幸いになる道であることを

哲学的考察によって提示しようとしたのである。フィロンは，アブラ

ハムを読者である周辺世界の知識人たちが慣れ親しんでいるプラトン

哲学を援用しながら，理性によって見えざる実在の世界を認識する幸

いな賢人として解釈したのであった。フィロンの思考は聖書解釈にお

　23 P. Borgen, “Philo of Alexandria,” ABD 5.337-339 ; idem., Philo of Alexandria : An 
Exegete for his Time （Leiden : Brill, 1997） を参照。
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いても哲学的であり，その幸福論も哲学的な性格を持つに到った24。

これに対して，パウロは名詞 makarismo,jを使用するにあたって（ロ

マ 4 : 6，9 ; ガラ 4 : 15），マカリズムという概念についての独自の

神学的幸福論を展開しており，新約聖書のマカリズム理解について貴

重な資料を提供している。パウロによれば，父祖アブラハムに見られ

るように，行いによらず信仰によって義とされた者こそが（創

15 : 6），詩編 32編が述べるように幸いなのである（ロマ 4 : 6-8）。

パウロの出自はタルソス出身のユダヤ人であり（使 11 : 25 ; 22 : 3），

彼はファリサイ派からキリスト教に転じた宣教者であった（使

26 : 5 ; フィリ 3 : 5-11）。ローマ書におけるパウロの課題は実践的で

あり，将来のスペイン伝道についてのローマ教会の協力を得るために

（ロマ 16 : 14-24），自らが宣べ伝えている信仰による義を内容とする

福音の真理性をローマの信徒たちに対して説くことにあった（1 : 16-

17 ; 3 : 1-38）25。パウロは旧約・ユダヤ教の信仰的遺産の継承につい

ては，選択的な態度を採り，シナイ山の上で与えられたシナイ契約（出

20 : 1-24 :）に対しては律法の付与として，福音と対立させて考える

（ロマ 3 : 20-21 ; 10 : 4他を参照）。これに対して，父祖アブラハム

に与えられた約束を，イエス・キリストの福音の予表として，パウロ

は積極的に評価する。パウロの理解によれば，アブラハムに対する約

束は，信仰による義に基づいてなされたのであり（4 : 13），アブラハ

ムは信仰者の父祖であることになる（4 : 12）。アブラハムが信仰に

　24 フィロンの幸福理解について，詳しくは，原口尚彰「アレクサンドリアのフィ
ロンの幸福理解」『教会と神学』第 45号 （2007年） 21-36頁を参照。
　25 原口尚彰「パウロにおけるマカリズム（幸いの宣言 /幸福論）」『東北学院大学
キリスト教文化研究所紀要』第 27号（2009年）29-44頁を参照。
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よって義とされた幸いに与るのならば，彼の信仰の足跡に従う信仰者

も幸いに与る希望が与えられるのである。パウロは自分が説く福音の

真理性を示すと同時に，読者であるローマの信徒たちに対して，アブ

ラハムを模範として，信仰によって義とされ，幸いに到るように勧め

たのである。こうして，パウロの説く幸福論は，哲学的な概念を用い

ず，聖書的な根拠に基づいた神学的幸福論となった。パウロはアブラ

ハムを信仰の人として解釈し，この族長を信じることによって幸いに

到達した人の典型として提示したのに対し（ロマ 4 : 7, 8），フィロン

はアブラハムを永遠の世界を理性によって認識する，幸いな知者とし

て提示した。この二つの幸福論の違いは，二人の思想家の生きていた

世界の違いと二人が直面していた修辞的状況の違いに帰せられるので

ある。
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